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皆様におかれましては健やかにお過ごしのことと存じます。 

旧年中は大変お世話になりました。本年も変わらぬご愛顧のほどよろしくお願いいたします。 

 新年早々より、能登半島地震や羽田空港での航空機衝突事故、各地で起こる大規模火災、 

凶悪犯罪など２０２４年は波乱の幕開けとなりました。被害に遭われた方々には心よりお見舞い申

し上げます。 

今年も地球温暖化の影響で、大雪や大雨、大型台風の発生など 

さまざまな自然災害が予想されます。このような時だからこそ、万が一の災害対策や備

えを見直す機会になるのではないでしょうか。 

私ども保険代理店としても皆様のお役に立てるよう、社員一同いっそう努めてまいりま

すので、保険にかかわるご相談ご要望等ございましたら、何なりとお申し付けください。 

今年一年が皆様にとって良い年でありますよう心よりお祈り申し上げます。 

社長より ごあいさつ 

これからの時期は新年度を迎えるにあたり、新しい環境での生

活へむけて準備される方も多いと思います。 

皆さまがご加入の保険も、ご家族の生活環境が変わることによ

り補償を得られなくなってしまう場合がございます。 

また保険の改定等によっては、より今のライフスタイルに合った 

補償プランが見つかることもあります。 

ご加入の補償の見直しや条件変更について、ぜひ当社スタッフ 

までお気軽にお問い合わせください！ 

 

 ･お子さまが車を運転するようになった 

 ･車を買い替えた、廃車した 

 ･引っ越しした、連絡先が変わった 

 ･家族が増えた、補償は変えるべき？ 

 ･結婚して改姓した  

 ･知人が病気で入院、自分の補償も確認したい 

 ･実は加入している保険の内容がよくわからない     

                   など                 

例えばこんなとき… 

バレンタインの歴史は、 
３世紀ローマ皇帝クラウ

ディウスが、家族ができ
ると「士気」が弱まると

考え兵士らに結婚を禁止していました。しか
しキリスト教司祭のヴァレンティヌスは若い

兵士を哀れに思い、内緒で結婚式をとり行っ
ていました。そのことを知った皇帝は怒り、
改宗を命じましたが、ヴァレンティヌスは愛

の尊さを説き命令に従わなかったため、西暦
269年2月14日、ヴァレンティヌスは処刑され

てしまったのです。後世の人々はヴァレン
ティヌスを「聖バレンタイン」と呼び、2月14
日を「Saint Valentine’s Day」としてお祈

りするようになったと言われています。 
 日本では異性にプレゼントをあげるだけで

なく「義理チョコ」や「友チョコ」という文
化も定着しています。また3月14日の「ホワイ 

 トデー」はお返しをする日の 
 定番になっていますが、これ 
 らはすべて日本独自の文化な 

 のだそうですよ。 
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 （営業時間） 

   月～金 9:00～19:00  

 定休日：土・日・祝日・年末年始 

★急な事故等でお困りの場合はこちらへ 
 

  あんしん２４受付センター(２４時間３６５日受付） 

    ０１２０－０２４－０２４ 

事務の加藤です。 

この時期は、毎朝 

庭の梅の木を眺めつつ 

洗濯物を干すことが多くなります。 

徐々に増す花芽の膨らみや、日に日に

赤く色づき始める様子が、バタバタし

た朝の時間がふと緩む一瞬の時をもた

らしてくれます。 

当事務所がある「小諸市」と「梅」はゆかりが深

く、小諸市の教育精神を表す花として長く親しま

れ、市章や市内の小・中学校の校章はすべて梅花

が使われているそうですよ。 

5つの花びらは隣接する５村が小諸町

を中心に融和し合併したことを表し、

中央のマークは小諸の「小」の文字を

図案化したもの 

小諸市章 

わが家では私がから揚げ担当です。 

味付けは、塩コショウ、にんにく、しょうが、醤油の

シンプル男飯です！その時の気分で家にあるスパイス

をプラスすることもありますが、カラッと２度揚げす

ることは欠かせません。家族が喜んでくれるのでつい

つい濃いめの味付けになってしまいますが、体のこと

を考えながら味付けしていきたいです。 

ー上野家のから揚げー 

「くしゃみ」が引き金で交通事故 

これから春にかけて悩まされるのが『花粉症』。 

たかが花粉症と言っても大きな自動車事故につながる

おそれがあることをご存じですか？ 

例えば時速60kmで走行中、くしゃみによって1秒 

目がそれるだけで約17ｍ進むことになり、危険発見が

遅れたり、ハンドルやブレーキ操作にも影響を及ぼ

し、事故を起こすおそれがあります。 

実際、昨年3月大阪府での逆走事故や2005年3月岩手県

の歩道への乗り上げ事故なども、運転中のくしゃみに

よる意識障害が死亡事故につながった可能性があると

報道されています。また2017年愛媛県の正面衝突事故

も花粉症の症状が激化し、前方不注意で対向車線には

み出したという事例もあります。 

重い花粉症の場合は運転を控えた

り、なるべく車内に花粉を持ち込

まないようにする、薬の購入の際

は眠くなりやすい成分は含んでな

いかなどを必ず確認しましょう。 

①自己負担ゼロを強調 
「保険金で無料で修理できますよ、手続きも代行します！」 

 ⇒実は支払い対象外の損害だった！ 

②強引な契約 
「危ないのですぐに修理しましょう！  

 契約書はあとでお持ちします」 

 ⇒契約書ないのにキャンセル料50％も 

   請求された！ 

③うその理由で請求 
「古くなったところも先日の台風のせいに

して請求しましょう！」  

 ⇒老朽化による損害は保険金の対象外！しかもうその請求は 

「保険が使える」と勧誘する業者がきても、すぐに契約せず 

まずはご加入先の保険会社へご相談ください！ 

あいおいニッセイ同和損保へのご相談はこちら 

    0120-829-963 （24時間365日対応） 


